
(57)【要約】

【課題】ウエハのスリップ低減を図った縦型ウエハボー

トを提供する。

【解決手段】ウエハ挿入終端側に位置する支持部材４，

５は、ウエハＷの挿入中心点Ｏを通りウエハＷの挿入方

向に伸びた仮想線に対して線対称に構成されている。そ

して、ウエハ挿入後端側に位置する支持部材４，５は、

ウエハ支持部２ａ，３ａの先端部のＲ形状Ｃと直径Ｂの

仮想円Ｆの交点から仮想線Ｙに対して引いた仮想垂線Ｄ

と直径Ａの仮想円Ｅの交点まで、ウエハＷの挿入中心点

Ｏに向かって形成され、ウエハ支持部４ａ，５ａは支持

部材４，５からストレートに延設している。このような

位置関係に構成しているので、ウエハ支持部４ａ，５ａ

の先端位置は、ウエハＷの挿入方向に奥にシフトしてい

る。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 鉛 直 方 向 に 互 い に 平 行 に 配 置 さ れ 、 各 々 支 柱 部 及 び こ の 側 面 か ら 水 平 に 突 出 し て 形 成 さ
れ た ウ エ ハ 支 持 部 を 有 す る 第 1,第 2及 び 第 3の 支 持 部 材 を 具 備 し て な る 縦 型 ウ エ ハ ボ ー ト で
あ っ て 、
　 ウ エ ハ 挿 入 始 端 側 に 位 置 す る 前 記 第 1， 第 2の 支 持 部 材 は 、 ウ エ ハ 支 持 部 を 含 む 水 平 断 面
が 略 へ の 字 状 で 、 前 記 ウ エ ハ 支 持 部 が 支 柱 部 か ら ウ エ ハ の 挿 入 方 向 と 直 角 を な す 仮 想 線 に
対 し て 所 定 の 角 度 β で 突 出 し て 形 成 さ れ 、 前 記 ウ エ ハ 支 持 部 の 先 端 部 は ウ エ ハ の 挿 入 中 心
を 中 心 と し 直 径 Bな る 仮 想 円 に 接 し 、 ウ エ ハ の 挿 入 中 心 に 向 け た R形 状 に 形 成 さ れ 、 ウ エ ハ
挿 入 終 端 側 に 位 置 す る 前 記 第 3の 支 持 部 材 は 、 ウ エ ハ 支 持 部 を 含 む 水 平 断 面 が 略 直 線 状 で
、 前 記 ウ エ ハ 支 持 部 が 支 柱 部 か ら ウ エ ハ の 挿 入 中 心 に 向 け て ウ エ ハ の 挿 入 中 心 を 中 心 と し
直 径 Aな る 仮 想 円 に 達 す る ま で 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 縦 型 ウ エ ハ ボ ー ト 。
【 請 求 項 ２ 】
　 鉛 直 方 向 に 互 い に 平 行 に 配 置 さ れ 、 各 々 支 柱 部 及 び こ の 側 面 か ら 水 平 に 突 出 し て 形 成 さ
れ た ウ エ ハ 支 持 部 を 有 す る 第 1， 第 2及 び 第 3の 支 持 部 材 を 具 備 し て な る 縦 型 ウ エ ハ ボ ー ト
で あ っ て 、
　 ウ エ ハ 挿 入 始 端 側 に 位 置 す る 前 記 第 1,第 2の 支 持 部 材 は ウ エ ハ 支 持 部 を 含 む 水 平 断 面 が
略 へ の 字 状 で 、 前 記 ウ エ ハ 支 持 部 が 支 柱 部 か ら ウ エ ハ の 挿 入 方 向 と 直 角 を な す 仮 想 線 に 対
し て 所 定 の 角 度 β で 突 出 し て 、 か つ ウ エ ハ の 挿 入 中 心 に 向 け た R形 状 に 形 成 さ れ 、 前 記 R形
状 の ウ エ ハ の 挿 入 中 心 に 向 け た 先 端 部 は ウ エ ハ 荷 重 を 等 バ ラ ン ス で 支 持 す る 位 置 に 配 設 さ
れ 、
　 ウ エ ハ 挿 入 終 端 側 の 前 記 第 3の 支 持 部 材 は ウ エ ハ 支 持 部 を 含 む 水 平 断 面 が 略 直 線 状 で 、
前 記 ウ エ ハ 支 持 部 が 支 柱 部 か ら ウ エ ハ の 挿 入 中 心 に 向 け て 形 成 さ れ 、 前 記 ウ エ ハ 支 持 部 の
先 端 部 は ウ エ ハ 荷 重 を 等 バ ラ ン ス で 支 持 す る 位 置 よ り も ウ エ ハ 挿 入 方 向 の 奥 側 に 配 設 さ れ
て い る こ と を 特 徴 と す る 縦 型 ウ エ ハ ボ ー ト 。
【 請 求 項 ３ 】
　 鉛 直 方 向 に 互 い に 平 行 に 配 置 さ れ 、 各 々 支 柱 部 及 び こ の 側 面 か ら 水 平 に 突 出 し て 形 成 さ
れ た ウ エ ハ 支 持 部 を 有 す る 第 1,第 2,第 3及 び 第 4の 支 持 部 材 を 具 備 し て な る 縦 型 ウ エ ハ ボ ー
ト で あ っ て 、
　 ウ エ ハ 挿 入 始 端 側 に 位 置 す る 前 記 第 1， 第 2の 支 持 部 材 は 、 ウ エ ハ 支 持 部 を 含 む 水 平 断 面
が 略 へ の 字 状 で 、 前 記 ウ エ ハ 支 持 部 が 支 柱 部 か ら ウ エ ハ の 挿 入 方 向 と 直 角 を な す 仮 想 線 に
対 し て 所 定 の 角 度 β で 突 出 し て 形 成 さ れ 、 前 記 ウ エ ハ 支 持 部 の 先 端 部 は ウ エ ハ の 挿 入 中 心
を 中 心 と し 直 径 Bな る 仮 想 円 に 接 し 、 ウ エ ハ の 挿 入 中 心 に 向 け た R形 状 に 形 成 さ れ 、 ウ エ ハ
挿 入 終 端 側 に 位 置 す る 前 記 第 3， 第 4の 支 持 部 材 は 、 ウ エ ハ 支 持 部 を 含 む 水 平 断 面 が 略 直 線
状 で 、 前 記 ウ エ ハ 支 持 部 が 支 柱 部 か ら ウ エ ハ の 挿 入 中 心 に 向 け て ウ エ ハ の 挿 入 中 心 を 中 心
と し 直 径 Aな る 仮 想 円 に 達 す る ま で 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 縦 型 ウ エ ハ ボ ー ト 。
【 請 求 項 ４ 】
　 鉛 直 方 向 に 互 い に 平 行 に 配 置 さ れ 、 各 々 支 柱 部 及 び こ の 側 面 か ら 水 平 に 突 出 し て 形 成 さ
れ た ウ エ ハ 支 持 部 を 有 す る 第 1， 第 2， 第 3及 び 第 4の 支 持 部 材 を 具 備 し て な る 縦 型 ウ エ ハ ボ
ー ト で あ っ て 、
　 ウ エ ハ 挿 入 始 端 側 に 位 置 す る 前 記 第 1， 第 2の 支 持 部 材 は 前 記 ウ エ ハ 支 持 部 を 含 む 水 平 断
面 が 略 へ の 字 状 で 、 こ の ウ エ ハ 支 持 部 が 前 記 支 柱 部 か ら ウ エ ハ の 挿 入 方 向 と 直 角 を な す 仮
想 線 に 対 し て 所 定 の 角 度 β で 突 出 し て 形 成 さ れ 、 前 記 ウ エ ハ 支 持 部 の 先 端 部 は ウ エ ハ 荷 重
を 等 バ ラ ン ス で 支 持 す る 位 置 に 配 設 さ れ 、
　 ウ エ ハ 挿 入 終 端 側 の 前 記 第 3， 第 4の 支 持 部 材 は 前 記 ウ エ ハ 支 持 部 を 含 む 水 平 断 面 が 略 直
線 状 で 、 こ の ウ エ ハ 支 持 部 が 前 記 支 柱 部 か ら ウ エ ハ の 挿 入 中 心 に 向 け て 形 成 さ れ 、 前 記 ウ
エ ハ 支 持 部 の 先 端 部 は ウ エ ハ 荷 重 を 等 バ ラ ン ス で 支 持 す る 位 置 よ り も ウ エ ハ 挿 入 方 向 の 奥
側 に 配 設 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 縦 型 ウ エ ハ ボ ー ト 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 第 1， 第 2の 支 持 部 材 の 前 記 支 柱 部 か ら 突 出 し て 成 る 前 記 ウ エ ハ 支 持 部 の R形 状 の 先
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端 と 直 径 Bな る 仮 想 円 と の 接 点 と 、 ウ エ ハ の 挿 入 中 心 を 結 ぶ 仮 想 線 が 、 ウ エ ハ の 挿 入 方 向
と 直 角 を な す 仮 想 線 に 対 し て 所 定 の 角 度 α を な す と き 、
　 角 度 α ＝ 40～ 50度 、 角 度 β ＝ 15～ 30度 、 直 径 A／ 直 径 B＝ 1． 05～ 1． 15、 の 関 係 に あ り 、
か つ 、
　 前 記 各 ウ エ ハ 支 持 部 R形 状 の ウ エ ハ 挿 入 中 心 に 向 け た 先 端 部 が ウ エ ハ 半 径 の 40～ 60％ の
位 置 に あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 1も し く は 3記 載 の 縦 型 ウ エ ハ ボ ー ト 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 縦 型 ウ エ ハ ボ ー ト に 係 わ り 、 特 に 縦 型 ウ エ ハ ボ ー ト に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 シ リ コ ン ウ エ ハ （ 以 下 、 ウ エ ハ と 称 す る 。 ） に は 、 半 導 体 素 子 形 成 に お け る 様 々 な 機 能
に 応 じ て 、 拡 散 、 酸 化 、 ド ナ ー キ ラ ー 等 の 熱 処 理 が 施 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ウ エ ハ を 熱 処 理 す る 際 に 使 用 さ れ る 保 持 部 材 と し て は 、 鉛 直 平 行 に 配 置 さ せ た 支 柱 に ウ
エ ハ を 支 持 す る 支 持 ア ー ム あ る い は 溝 が 複 数 形 成 さ れ た 縦 型 ボ ー ト が 用 い ら れ て い る 。 近
年 、 ウ エ ハ の 径 大 化 に 伴 い 、 ウ エ ハ を 全 面 で 支 持 す る プ レ ー ト 状 あ る い は 外 周 部 全 周 で 支
持 す る リ ン グ 状 の 支 持 部 材 も 使 用 さ れ て い る 。 そ れ ら 支 持 部 材 の 材 質 と し て は 、 炭 化 珪 素
、 石 英 又 は シ リ コ ン 等 が 用 い ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 従 来 、 大 口 径 の ウ エ ハ を 載 置 す る に 適 し た 縦 型 ウ エ ハ ボ ー ト と し て 、 多 く の も の が 提 案
さ れ て い る 。 例 え ば 、 支 持 ア ー ム の 先 端 部 分 に 支 持 突 起 を 設 け て 、 支 持 突 起 が ウ エ ハ の 外
周 縁 部 を 超 え て ウ エ ハ の 中 央 寄 り の 部 分 を 支 持 す る よ う に し た 縦 型 ウ エ ハ ボ ー ト （ 例 え ば
、 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） や 、 水 平 に 配 置 し た 支 持 ア ー ム に よ っ て ウ エ ハ を 支 持 さ せ る よ う に
し た 縦 型 ウ エ ハ ボ ー ト （ 例 え ば 特 許 文 献 ２ 参 照 。 ） や 、 ウ エ ハ の 挿 入 方 向 に 線 対 称 に 支 柱
を 配 置 し 、 支 柱 の 側 面 か ら ウ エ ハ の 挿 入 中 心 に 向 く よ う に ウ エ ハ 支 持 体 を 突 出 さ せ た 縦 型
ウ エ ハ ボ ー ト （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ３ 参 照 。 ） な ど が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ れ ら に 共 通 す る 考 え は 、 大 口 径 の ウ エ ハ 重 量 を 当 分 割 す る 位 置 に 、 ウ エ ハ 支 持 体 あ る
い は ウ エ ハ 支 持 ア ー ム あ る い は 溝 を 設 け て い る と こ ろ に あ る 。 す な わ ち 、 ウ エ ハ 重 量 を 均
等 に 支 持 す る こ と に よ り 、 偏 っ た 重 量 支 持 に 比 べ 、 ウ エ ハ に 生 じ る 最 大 応 力 の 低 減 を 図 ろ
う と す る も の と い え る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ６ － １ ６ ８ ９ ０ ２ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 表 ２ ０ ０ ２ － ５ ０ ５ ５ １ ８ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ３ ３ ２ ２ ５ ３ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 と こ ろ が 、 従 来 の ウ エ ハ 中 央 寄 り を 支 持 す る ボ ー ト 形 状 で は 、 バ ラ ン ス の 崩 れ た ウ エ ハ
支 持 状 況 を 生 じ る た め 、 ウ エ ハ 先 端 部 分 へ 既 存 の ス リ ッ プ 低 減 策 を 講 じ て も 、 さ し た る 効
果 は 期 待 で き な い と い う 問 題 を 生 じ て い た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 者 ら は 、 鋭 意 検 討 を 重 ね た 結 果 、 ウ エ ハ は 、 ウ エ ハ ボ ー ト の 支 持 ア ー ム （ あ る い
は 溝 ） 先 端 部 以 外 に 、 ウ エ ハ 挿 入 側 の 支 持 ア ー ム （ あ る い は 溝 ） 根 元 付 近 に お い て も 接 触
が 生 じ る こ と が わ か っ て き た 。 ウ エ ハ ボ ー ト の 支 持 ア ー ム （ あ る い は 溝 ） 先 端 位 置 で ウ エ
ハ を 支 持 し た 場 合 、 ウ エ ハ を バ ラ ン ス 良 く 支 持 で き る 箇 所 に 支 持 ア ー ム （ あ る い は 溝 ） を
配 置 し て も 、 実 際 に は ウ エ ハ が ウ エ ハ 挿 入 側 の 根 元 部 分 で 接 触 し 、 支 持 ア ー ム （ あ る い は
溝 ） 先 端 で ウ エ ハ を 支 持 し た 時 の 良 好 な バ ラ ン ス と は 異 な り 、 バ ラ ン ス の 崩 れ た ウ エ ハ 支
持 状 況 と な る た め 、 ウ エ ハ の ウ エ ハ 挿 入 側 の 変 形 量 が 他 に 比 べ 大 き く な る こ と が 多 か っ た
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。 こ の 結 果 、 ウ エ ハ 挿 入 側 の 支 持 ア ー ム （ あ る い は 溝 ） 先 端 に 位 置 す る ウ エ ハ 上 に 応 力 が
集 中 し 、 ス リ ッ プ が 発 生 し て い た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 上 記 の よ う な 従 来 の 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 解 決 し よ う と す る 問 題 点
は 、 ウ エ ハ の 変 形 を 抑 制 で き 、 ウ エ ハ の ス リ ッ プ 低 減 を 図 る 点 に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 一 態 様 に よ れ ば 、 鉛 直 方 向 に 互 い に 平 行 に 配 置 さ れ 、 各 々 支 柱 部 及 び こ の 側 面
か ら 水 平 に 突 出 し て 形 成 さ れ た ウ エ ハ 支 持 部 を 有 す る 第 1,第 2及 び 第 3の 支 持 部 材 を 具 備 し
て な る 縦 型 ウ エ ハ ボ ー ト で あ っ て 、 ウ エ ハ 挿 入 始 端 側 に 位 置 す る 前 記 第 1， 第 2の 支 持 部 材
は 、 ウ エ ハ 支 持 部 を 含 む 水 平 断 面 が 略 へ の 字 状 で 、 前 記 ウ エ ハ 支 持 部 が 支 柱 部 か ら ウ エ ハ
の 挿 入 方 向 と 直 角 を な す 仮 想 線 に 対 し て 所 定 の 角 度 β で 突 出 し て 形 成 さ れ 、 前 記 ウ エ ハ 支
持 部 の 先 端 部 は ウ エ ハ の 挿 入 中 心 を 中 心 と し 直 径 Bな る 仮 想 円 に 接 し 、 ウ エ ハ の 挿 入 中 心
に 向 け た R形 状 に 形 成 さ れ 、 ウ エ ハ 挿 入 終 端 側 に 位 置 す る 前 記 第 3の 支 持 部 材 は 、 ウ エ ハ 支
持 部 を 含 む 水 平 断 面 が 略 直 線 状 で 、 前 記 ウ エ ハ 支 持 部 が 支 柱 部 か ら ウ エ ハ の 挿 入 中 心 に 向
け て ウ エ ハ の 挿 入 中 心 を 中 心 と し 直 径 Aな る 仮 想 円 に 達 す る ま で 形 成 さ れ て い る こ と を 特
徴 と す る 縦 型 ウ エ ハ ボ ー ト が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 別 の 一 態 様 に よ れ ば 、 鉛 直 方 向 に 互 い に 平 行 に 配 置 さ れ 、 各 々 支 柱 部 及
び こ の 側 面 か ら 水 平 に 突 出 し て 形 成 さ れ た ウ エ ハ 支 持 部 を 有 す る 第 1， 第 2及 び 第 3の 支 持
部 材 を 具 備 し て な る 縦 型 ウ エ ハ ボ ー ト で あ っ て 、 ウ エ ハ 挿 入 始 端 側 に 位 置 す る 前 記 第 1,第
2の 支 持 部 材 は ウ エ ハ 支 持 部 を 含 む 水 平 断 面 が 略 へ の 字 状 で 、 前 記 ウ エ ハ 支 持 部 が 支 柱 部
か ら ウ エ ハ の 挿 入 方 向 と 直 角 を な す 仮 想 線 に 対 し て 所 定 の 角 度 β で 突 出 し て 、 か つ ウ エ ハ
の 挿 入 中 心 に 向 け た R形 状 に 形 成 さ れ 、 前 記 R形 状 の ウ エ ハ の 挿 入 中 心 に 向 け た 先 端 部 は ウ
エ ハ 荷 重 を 等 バ ラ ン ス で 支 持 す る 位 置 に 配 設 さ れ 、 ウ エ ハ 挿 入 終 端 側 の 前 記 第 3の 支 持 部
材 は ウ エ ハ 支 持 部 を 含 む 水 平 断 面 が 略 直 線 状 で 、 前 記 ウ エ ハ 支 持 部 が 支 柱 部 か ら ウ エ ハ の
挿 入 中 心 に 向 け て 形 成 さ れ 、 前 記 ウ エ ハ 支 持 部 の 先 端 部 は ウ エ ハ 荷 重 を 等 バ ラ ン ス で 支 持
す る 位 置 よ り も ウ エ ハ 挿 入 方 向 の 奥 側 に 配 設 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 縦 型 ウ エ ハ ボ ー
ト が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 別 の 一 態 様 に よ れ ば 、 鉛 直 方 向 に 互 い に 平 行 に 配 置 さ れ 、 各 々 支 柱 部 及
び こ の 側 面 か ら 水 平 に 突 出 し て 形 成 さ れ た ウ エ ハ 支 持 部 を 有 す る 第 1,第 2,第 3及 び 第 4の 支
持 部 材 を 具 備 し て な る 縦 型 ウ エ ハ ボ ー ト で あ っ て 、 ウ エ ハ 挿 入 始 端 側 に 位 置 す る 前 記 第 1
， 第 2の 支 持 部 材 は 、 ウ エ ハ 支 持 部 を 含 む 水 平 断 面 が 略 へ の 字 状 で 、 前 記 ウ エ ハ 支 持 部 が
支 柱 部 か ら ウ エ ハ の 挿 入 方 向 と 直 角 を な す 仮 想 線 に 対 し て 所 定 の 角 度 β で 突 出 し て 形 成 さ
れ 、 前 記 ウ エ ハ 支 持 部 の 先 端 部 は ウ エ ハ の 挿 入 中 心 を 中 心 と し 直 径 Bな る 仮 想 円 に 接 し 、
ウ エ ハ の 挿 入 中 心 に 向 け た R形 状 に 形 成 さ れ 、 ウ エ ハ 挿 入 終 端 側 に 位 置 す る 前 記 第 3， 第 4
の 支 持 部 材 は 、 ウ エ ハ 支 持 部 を 含 む 水 平 断 面 が 略 直 線 状 で 、 前 記 ウ エ ハ 支 持 部 が 支 柱 部 か
ら ウ エ ハ の 挿 入 中 心 に 向 け て ウ エ ハ の 挿 入 中 心 を 中 心 と し 直 径 Aな る 仮 想 円 に 達 す る ま で
形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 縦 型 ウ エ ハ ボ ー ト が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 別 の 一 態 様 に よ れ ば 、 鉛 直 方 向 に 互 い に 平 行 に 配 置 さ れ 、 各 々 支 柱 部 及
び こ の 側 面 か ら 水 平 に 突 出 し て 形 成 さ れ た ウ エ ハ 支 持 部 を 有 す る 第 1， 第 2， 第 3及 び 第 4の
支 持 部 材 を 具 備 し て な る 縦 型 ウ エ ハ ボ ー ト で あ っ て 、 ウ エ ハ 挿 入 始 端 側 に 位 置 す る 前 記 第
1， 第 2の 支 持 部 材 は 前 記 ウ エ ハ 支 持 部 を 含 む 水 平 断 面 が 略 へ の 字 状 で 、 こ の ウ エ ハ 支 持 部
が 前 記 支 柱 部 か ら ウ エ ハ の 挿 入 方 向 と 直 角 を な す 仮 想 線 に 対 し て 所 定 の 角 度 β で 突 出 し て
形 成 さ れ 、 前 記 ウ エ ハ 支 持 部 の 先 端 部 は ウ エ ハ 荷 重 を 等 バ ラ ン ス で 支 持 す る 位 置 に 配 設 さ
れ 、 ウ エ ハ 挿 入 終 端 側 の 前 記 第 3， 第 4の 支 持 部 材 は 前 記 ウ エ ハ 支 持 部 を 含 む 水 平 断 面 が 略
直 線 状 で 、 こ の ウ エ ハ 支 持 部 が 前 記 支 柱 部 か ら ウ エ ハ の 挿 入 中 心 に 向 け て 形 成 さ れ 、 前 記
ウ エ ハ 支 持 部 の 先 端 部 は ウ エ ハ 荷 重 を 等 バ ラ ン ス で 支 持 す る 位 置 よ り も ウ エ ハ 挿 入 方 向 の
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奥 側 に 配 設 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 縦 型 ウ エ ハ ボ ー ト が 提 供 さ れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 ウ エ ハ の 変 形 を 抑 制 で き 、 ウ エ ハ の ス リ ッ プ 低 減 を 図 っ た 縦 型 ウ エ ハ
ボ ー ト が 提 供 さ れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。 尚 、 各 図 に お い て
同 一 箇 所 に つ い て は 同 一 の 符 号 を 付 す と と も に 、 重 複 し た 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 （ 第 １ の 実 施 の 形 態 ） ま ず 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 図 １ は 本 発
明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 縦 型 ウ エ ハ ボ ー ト を 、 そ の 上 部 か ら 透 視 し て 見 た 状 態 を 示 し
て い る 。 図 １ に お い て 、 ウ エ ハ ボ ー ト １ ０ は 、 鉛 直 方 向 に 互 い に 平 行 状 態 に 配 置 さ れ た ウ
エ ハ 挿 入 方 向 か ら 見 た 前 方 の 支 持 部 材 ２ ， ３ お よ び 後 方 の 支 持 部 材 ４ が 具 備 さ れ て お り 、
こ れ ら の 各 支 持 部 材 は 、 円 板 形 状 の 基 台 上 に 立 設 さ れ 、 さ ら に 各 支 持 部 材 の 上 端 部 は 、 円
板 状 の 上 部 固 定 部 材 に よ っ て 支 持 さ れ て い る 。  
　 す な わ ち 、 図 １ に 示 す 外 周 円 を 示 す 符 号 １ は 、 こ の ウ エ ハ ボ ー ト １ ０ の 上 部 固 定 部 材 を
示 し て い る 。 ま た 、 仮 想 線 で 示 す 符 号 Ｗ は 、 こ の ウ エ ハ ボ ー ト １ に 搭 載 さ れ る ウ エ ハ の 搭
載 位 置 を 示 し て い る 。 ま た 矢 印 Ｘ は 、 ウ エ ハ ボ ー ト １ に 対 す る ウ エ ハ Ｗ の 挿 入 方 向 を 示 し
て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 そ し て 、 前 記 各 支 持 部 材 ２ ～ ４ は 、 支 柱 部 ２ ｂ ， ３ ｂ ， ４ ｂ と こ れ ら 支 柱 部 ２ ｂ ， ３ ｂ
， ４ ｂ の 側 面 よ り そ れ ぞ れ 水 平 に 突 出 し て 形 成 さ れ る 複 数 の ウ エ ハ 支 持 部 ２ ａ ， ３ ａ ， ４
ａ か ら 構 成 さ れ ウ エ ハ 支 持 部 を 含 む 水 平 断 面 が 略 へ の 字 状 に 形 成 さ れ て い る 。 ウ エ ハ 挿 入
始 端 側 に 位 置 す る 支 持 部 材 ２ ， ３ は 、 ウ エ ハ Ｗ の 挿 入 方 向 と ウ エ ハ Ｗ の 挿 入 中 心 点 Ｏ を 結
ぶ 仮 想 線 に 対 し て 線 対 称 に 構 成 さ れ て い る 。 ウ エ ハ 挿 入 始 端 側 に 位 置 す る 支 持 部 材 ２ ， ３
は 、 ウ エ ハ Ｗ の 挿 入 方 向 と 平 行 を な し て い る 部 位 と そ こ か ら 図 １ に 示 す 角 度 β で も っ て 、
へ の 字 状 に 延 設 し た 部 位 か ら 成 る 支 柱 部 ２ ｂ ， ３ ｂ を 有 し 、 ウ エ ハ 支 持 部 ２ ａ ， ３ ａ は 、
前 記 支 柱 部 ２ ｂ ， ３ ｂ か ら さ ら に 延 長 し て 形 成 さ れ て い る 。 ウ エ ハ 支 持 部 ２ ａ ， ３ ａ の 先
端 部 Ｃ は ウ エ ハ Ｗ の 挿 入 中 心 点 Ｏ に 向 け て 、 丸 み を 帯 び た Ｒ 形 状 と な っ て い る 。 先 端 部 Ｃ
と ウ エ ハ Ｗ の 挿 入 中 心 点 Ｏ を 結 ぶ 仮 想 線 と 仮 想 線 Ｙ は 角 度 α を 成 し て い る 。 ま た 、 ウ エ ハ
支 持 部 ２ ａ ， ３ ａ の 先 端 部 Ｃ は 、 直 径 Ｂ の 仮 想 円 上 に 位 置 し て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ウ エ ハ 挿 入 終 端 側 に 位 置 す る 支 持 部 材 ４ は 、 ウ エ ハ Ｗ の 挿 入 方 向 に 平 行 で ウ エ ハ Ｗ の 挿
入 中 心 点 Ｏ に 向 か っ て 略 直 線 状 に 形 成 さ れ て い る 。 ウ エ ハ 支 持 部 ４ ａ は 支 持 部 材 ４ か ら 直
径 Ａ の 仮 想 円 Ｅ に 達 す る ま で ス ト レ ー ト に 延 設 し て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ の 構 成 に よ っ て 、 ウ エ ハ Ｗ は 、 各 ウ エ ハ 支 持 部 ２ ａ ， ３ ａ ， ４ ａ に よ っ て 支 持 さ れ 、
ウ エ ハ Ｗ の 自 重 に よ る 荷 重 負 担 を ほ ぼ 均 等 に す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 ウ エ ハ Ｗ の
特 定 の 箇 所 に ウ エ ハ の 自 重 に よ る 応 力 が 集 中 す る の を 避 け る こ と が で き 、 ま た 、 ウ エ ハ 支
持 部 ２ ａ ， ３ ａ は そ の 先 端 を ウ エ ハ 中 心 方 向 に 大 Ｒ 化 し て い る の で 、 熱 処 理 時 に お い て ス
リ ッ プ や 結 晶 転 位 を 発 生 さ せ る 度 合 い を 低 減 さ せ る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 さ ら に 、 ウ エ ハ Ｗ の 自 重 に よ り 発 生 す る 応 力 の 集 中 を 避 け る こ と が で き る の で 、 ボ ー ト
と ウ エ ハ の 熱 膨 張 差 に よ り 発 生 す る 比 較 的 大 き な 摩 擦 も 低 減 さ せ る こ と が 可 能 と な り 、 摩
擦 に よ る パ ー テ ィ ク ル の 発 生 度 合 い も 低 減 さ せ る こ と に 寄 与 で き る 。  
　 こ の 場 合 、 ウ エ ハ 支 持 部 ２ ａ ， ３ ａ の 先 端 部 Ｃ と ウ エ ハ Ｗ の 挿 入 中 心 点 Ｏ を 結 ぶ 仮 想 線
と 仮 想 線 Ｙ の 成 す 角 度 α の 大 き さ は ４ ０ ～ ５ ０ 度 の 範 囲 と な る よ う に 構 成 さ れ て い る こ と
が 望 ま し い 。 す な わ ち 、 前 記 角 度 α が ４ ０ 度 に 満 た な い 場 合 に は 、 ウ エ ハ Ｗ を 内 側 過 ぎ る
位 置 で 支 持 す る こ と に な り 、 ウ エ ハ Ｗ の 外 縁 部 が 自 重 で 垂 れ る よ う に な り 好 ま し く は な い
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。 一 方 、 前 記 角 度 α が ５ ０ 度 を 超 え る 場 合 に お い て は 、 ウ エ ハ Ｗ の 内 側 が 自 重 で 垂 れ る よ
う に な り 好 ま し く は な い か ら で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ウ エ ハ 挿 入 始 端 側 に 位 置 す る 支 持 部 材 の へ の 字 状 に 延 設 し た 部 位 と 仮 想 線 Ｙ の 成 す 角 度
β の 大 き さ は 、 １ ５ ～ ３ ０ 度 の 範 囲 と な る よ う に 構 成 さ れ て い る こ と が 望 ま し い 。 前 記 角
度 β が １ ５ 度 に 満 た な い 場 合 に は 、 ウ エ ハ Ｗ を 内 側 過 ぎ る 位 置 で 支 持 す る こ と に な り 、 ウ
エ ハ Ｗ の 外 縁 部 が 自 重 で 垂 れ る よ う に な り 好 ま し く は な い 。 一 方 、 前 記 角 度 β が ３ ０ 度 を
超 え る 場 合 に お い て は 、 ウ エ ハ Ｗ の 内 側 が 自 重 で 垂 れ る よ う に な り 好 ま し く は な い か ら で
あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 直 径 Ａ か ら 成 る 仮 想 円 と 直 径 Ｂ か ら 成 る 仮 想 円 は 、 φ Ａ ／ φ Ｂ ＝ １ ． ０ ５ ～ １ ．
１ ５ の 範 囲 と な る よ う に 構 成 さ れ て い る こ と が 望 ま し い 。 こ の 比 率 が １ ． ０ ５ に 満 た な い
場 合 に は 、 支 持 部 材 ４ で 実 質 的 に 支 え る ウ エ ハ 重 量 の 割 合 が 大 き く な る た め 、 ウ エ ハ 支 持
部 ４ ａ と 重 な る ウ エ ハ 裏 面 （ 特 に 、 ウ エ ハ 支 持 部 ４ ｄ の 先 端 部 ） で の ス リ ッ プ の 発 生 確 率
を 高 め て し ま う 。 一 方 、 こ の 比 率 が １ ． １ ５ を 超 え る 場 合 に お い て は 、 支 持 部 材 ２ ， ３ で
ウ エ ハ 重 量 を 支 持 す る 割 合 が 増 加 す る た め 、 こ れ ら の ウ エ ハ 支 持 部 ２ ａ ， ３ ａ と 重 な る ウ
エ ハ 部 分 へ の ス リ ッ プ の 発 生 を 促 進 す る こ と と な り 好 ま し く は な い か ら で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 さ ら に ま た 、 ウ エ ハ 挿 入 始 端 側 に 位 置 す る 支 持 部 材 ２ ， ３ の ウ エ ハ 支 持 部 ２ ａ ， ３ ａ の
ウ エ ハ 挿 入 中 心 に 向 か う 先 端 部 、 ウ エ ハ 挿 入 終 端 側 に 位 置 す る 支 持 部 材 ４ の 先 端 部 は 、 ウ
エ ハ Ｗ の 半 径 の ４ ０ ～ ６ ０ ％ の 位 置 に 構 成 さ れ て い る こ と が 好 ま し い 。 前 記 先 端 部 の 各 々
が 、 当 該 所 定 位 置 に す る こ と に よ っ て 、 上 述 の 支 持 部 材 に よ る ウ エ ハ 重 量 の バ ラ ン ス を よ
り 最 適 化 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 ウ エ ハ の 変 形 を 抑 制 で き 、 ウ エ ハ 挿 入 側 溝 の ウ エ ハ 挿 入 側 先 端
位 置 へ の 応 力 集 中 を 緩 和 す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 従 来 の ス リ ッ プ 低 減 対 策 を 有 効
な ら し め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ウ エ ハ 挿 入 始 端 側 に 位 置 す る 前 記 第 1， 第 2の 支 持 部 材 ２ ， ３ は 、 ウ エ ハ 支 持 部 を 含 む 水
平 断 面 が 略 へ の 字 状 で 、 前 記 ウ エ ハ 支 持 部 ２ ａ ， ３ ａ が 支 柱 部 ２ ｂ ， ３ ｂ か ら ウ エ ハ の 挿
入 方 向 と 直 角 を な す 仮 想 線 に 対 し て 所 定 の 角 度 β で 突 出 し て 、 か つ ウ エ ハ の 挿 入 中 心 に 向
け た R形 状 に 形 成 さ れ 、 前 記 R形 状 の ウ エ ハ の 挿 入 中 心 に 向 け た 先 端 部 は ウ エ ハ 荷 重 を 等 バ
ラ ン ス で 支 持 す る 位 置 に 配 設 さ れ 、 ウ エ ハ 挿 入 終 端 側 の 前 記 第 3の 支 持 部 材 ４ は 、 ウ エ ハ
支 持 部 ４ ａ を 含 む 水 平 断 面 が 略 直 線 状 で 、 前 記 ウ エ ハ 支 持 部 が 支 柱 部 ４ ｂ か ら ウ エ ハ の 挿
入 中 心 に 向 け て 形 成 さ れ 、 前 記 ウ エ ハ 支 持 部 の 先 端 部 は ウ エ ハ 荷 重 を 等 バ ラ ン ス で 支 持 す
る 位 置 よ り も ウ エ ハ 挿 入 方 向 の 奥 側 に 配 設 さ れ て い る た め 、 各 ウ エ ハ 支 持 部 ２ ａ ， ３ ａ ，
４ ａ の 面 に か か る ウ エ ハ 荷 重 の バ ラ ン ス を 最 適 化 す る こ と が で き 、 ウ エ ハ の ス リ ッ プ 発 生
を よ り 低 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
（ 第 ２ の 実 施 の 形 態 ） 次 に 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 図 ２ は 本 発 明
の 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 縦 型 ウ エ ハ ボ ー ト を 、 そ の 上 部 か ら 透 視 し て 見 た 状 態 を 示 し て
い る 。 図 ２ に お い て 、 ウ エ ハ ボ ー ト １ ０ は 、 鉛 直 方 向 に 互 い に 平 行 状 態 に 配 置 さ れ た ウ エ
ハ 挿 入 方 向 か ら 見 た 前 方 の 支 持 部 材 ２ ， ３ お よ び 後 方 の 支 持 部 材 ４ ， ５ が 具 備 さ れ て お り
、 こ れ ら の 各 支 持 部 材 は 、 円 板 形 状 の 基 台 上 に 立 設 さ れ 、 さ ら に 各 支 持 部 材 の 上 端 部 は 、
円 板 状 の 上 部 固 定 部 材 に よ っ て 支 持 さ れ て い る 。  
　 す な わ ち 、 図 ２ に 示 す 外 周 円 を 示 す 符 号 １ は 、 こ の ウ エ ハ ボ ー ト １ ０ の 上 部 固 定 部 材 を
示 し て い る 。 ま た 、 仮 想 線 で 示 す 符 号 Ｗ は 、 こ の ウ エ ハ ボ ー ト １ に 搭 載 さ れ る ウ エ ハ の 搭
載 位 置 を 示 し て い る 。 ま た 矢 印 Ｘ は 、 ウ エ ハ ボ ー ト １ に 対 す る ウ エ ハ Ｗ の 挿 入 方 向 を 示 し
て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
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　 そ し て 、 前 記 各 支 持 部 材 ２ ～ ５ は 、 支 柱 部 ２ ｂ ， ３ ｂ ， ４ ｂ ， ５ ｂ と 支 柱 部 ２ ｂ ， ３ ｂ
， ４ ｂ ， ５ ｂ の 側 面 よ り そ れ ぞ れ 突 出 し て 形 成 さ れ る 複 数 の ウ エ ハ 支 持 部 ２ ａ ， ３ ａ ， ４
ａ ， ５ ａ か ら 構 成 さ れ ウ エ ハ 支 持 部 を 含 む 水 平 断 面 が 略 へ の 字 状 に 形 成 さ れ て い る 。 ウ エ
ハ 挿 入 始 端 側 に 位 置 す る 支 持 部 材 ２ ， ３ は 、 ウ エ ハ Ｗ の 挿 入 方 向 と ウ エ ハ Ｗ の 挿 入 中 心 点
Ｏ を 結 ぶ 仮 想 線 に 対 し て 線 対 称 に 構 成 さ れ て い る 。 ウ エ ハ 挿 入 始 端 側 に 位 置 す る 支 持 部 材
２ ， ３ は 、 ウ エ ハ Ｗ の 挿 入 方 向 と 平 行 を な し て い る 部 位 と そ こ か ら 図 ２ に 示 す 角 度 β で も
っ て 、 へ の 字 状 に 延 設 し た 部 位 か ら 成 る 支 柱 部 ２ ｂ ， ３ ｂ を 有 し 、 ウ エ ハ 支 持 部 ２ ａ ， ３
ａ は 、 前 記 支 柱 部 ２ ｂ ， ３ ｂ か ら さ ら に 延 長 し て 形 成 さ れ て い る 。 ウ エ ハ 支 持 部 ２ ａ ， ３
ａ の 先 端 部 Ｃ は ウ エ ハ Ｗ の 挿 入 中 心 点 Ｏ に 向 け て 、 丸 み を 帯 び た Ｒ 形 状 と な っ て い る 。 先
端 部 Ｃ と ウ エ ハ Ｗ の 挿 入 中 心 点 Ｏ を 結 ぶ 仮 想 線 と 仮 想 線 Ｙ は 角 度 α を 成 し て い る 。 ま た 、
ウ エ ハ 支 持 部 ２ ａ ， ３ ａ の 先 端 部 Ｃ は 、 直 径 Ｂ の 仮 想 円 上 に 位 置 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ウ エ ハ 挿 入 終 端 側 に 位 置 す る 支 持 部 材 ４ ， ５ は 、 ウ エ ハ Ｗ の 挿 入 中 心 点 Ｏ を 通 り ウ エ ハ
Ｗ の 挿 入 方 向 に 伸 び た 仮 想 線 に 対 し て 線 対 称 に 構 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 ウ エ ハ 挿 入 後 端
側 に 位 置 す る 支 持 部 材 ４ ， ５ は 、 ウ エ ハ 支 持 部 ２ ａ ， ３ ａ の 先 端 部 の Ｒ 形 状 Ｃ と 直 径 Ｂ の
仮 想 円 Ｆ の 交 点 か ら 仮 想 線 Ｙ に 対 し て 引 い た 仮 想 垂 線 Ｄ と 直 径 Ａ の 仮 想 円 Ｅ の 交 点 ま で 、
ウ エ ハ Ｗ の 挿 入 中 心 点 Ｏ に 向 か っ て 略 直 線 状 に 形 成 さ れ 、 ウ エ ハ 支 持 部 ４ ａ ， ５ ａ は 支 持
部 材 ４ ， ５ か ら ス ト レ ー ト に 延 設 し て い る 。 こ の よ う な 位 置 関 係 に 構 成 し て い る の で 、 ウ
エ ハ 支 持 部 ４ ａ ， ５ ａ の 先 端 位 置 は 、 ウ エ ハ Ｗ の 挿 入 方 向 に 奥 に シ フ ト し た も の と な っ て
い る 。 し た が っ て 、 ウ エ ハ 支 持 部 ２ ａ ， ３ ａ の 先 端 位 置 、 ウ エ ハ 支 持 部 ４ ａ ， ５ ａ の 先 端
位 置 は 、 ウ エ ハ Ｗ の 挿 入 中 心 点 Ｏ に 対 し て 、 ９ ０ 度 毎 に は 位 置 し て い な い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ の 構 成 に よ っ て 、 ウ エ ハ Ｗ は 、 各 ウ エ ハ 支 持 部 ２ ａ ， ３ ａ ， ４ ａ ， ５ ａ に よ っ て 支 持
さ れ 、 ウ エ ハ Ｗ の 自 重 に よ る 荷 重 負 担 を ほ ぼ 均 等 に す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 ウ エ
ハ Ｗ の 特 定 の 箇 所 に ウ エ ハ の 自 重 に よ る 応 力 が 集 中 す る の を 避 け る こ と が で き 、 ま た 、 ウ
エ ハ 支 持 部 ２ ａ ， ３ ａ は そ の 先 端 を ウ エ ハ 中 心 方 向 に 大 Ｒ 化 し て い る の で 、 熱 処 理 時 に お
い て ス リ ッ プ や 結 晶 転 位 を 発 生 さ せ る 度 合 い を 低 減 さ せ る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ の 場 合 、 ウ エ ハ 支 持 部 ２ ａ ， ３ ａ の 先 端 部 Ｃ と ウ エ ハ Ｗ の 挿 入 中 心 点 Ｏ を 結 ぶ 仮 想 線
と 仮 想 線 Ｙ の 成 す 角 度 α の 大 き さ は ４ ０ ～ ５ ０ 度 の 範 囲 と な る よ う に 構 成 さ れ て い る こ と
が 望 ま し い 。 す な わ ち 、 前 記 角 度 α が ４ ０ 度 に 満 た な い 場 合 に は 、 ウ エ ハ Ｗ を 内 側 過 ぎ る
位 置 で 支 持 す る こ と に な り 、 ウ エ ハ Ｗ の 外 縁 部 が 自 重 で 垂 れ る よ う に な り 好 ま し く は な い
。 一 方 、 前 記 角 度 α が ５ ０ 度 を 超 え る 場 合 に お い て は 、 ウ エ ハ Ｗ の 内 側 が 自 重 で 垂 れ る よ
う に な り 好 ま し く は な い か ら で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ウ エ ハ 挿 入 始 端 側 に 位 置 す る ウ エ ハ 支 持 部 材 の へ の 字 状 に 延 設 し た 部 位 と 仮 想 線 Ｙ の 成
す 角 度 β の 大 き さ は 、 １ ５ ～ ３ ０ 度 の 範 囲 と な る よ う に 構 成 さ れ て い る こ と が 望 ま し い 。
前 記 角 度 β が １ ５ 度 に 満 た な い 場 合 に は 、 ウ エ ハ Ｗ を 内 側 過 ぎ る 位 置 で 支 持 す る こ と に な
り 、 ウ エ ハ Ｗ の 外 縁 部 が 自 重 で 垂 れ る よ う に な り 好 ま し く は な い 。 一 方 、 前 記 角 度 β が ３
０ 度 を 超 え る 場 合 に お い て は 、 ウ エ ハ Ｗ の 内 側 が 自 重 で 垂 れ る よ う に な り 好 ま し く は な い
か ら で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 直 径 Ａ か ら 成 る 仮 想 円 と 直 径 Ｂ か ら 成 る 仮 想 円 は 、 φ Ａ ／ φ Ｂ ＝ １ ． ０ ５ ～ １ ．
１ ５ の 範 囲 と な る よ う に 構 成 さ れ て い る こ と が 望 ま し い 。 こ の 比 率 が １ ． ０ ５ に 満 た な い
場 合 に は 、 支 持 部 材 ４ で 実 質 的 に 支 え る ウ エ ハ 重 量 の 割 合 が 大 き く な る た め 、 ウ エ ハ 支 持
部 ４ ａ と 重 な る ウ エ ハ 裏 面 （ 特 に 、 ウ エ ハ 支 持 部 ４ ｄ の 先 端 部 ） で の ス リ ッ プ の 発 生 確 率
を 高 め て し ま う 。 一 方 、 こ の 比 率 が １ ． １ ５ を 超 え る 場 合 に お い て は 、 支 持 部 材 ２ ， ３ で
ウ エ ハ 重 量 を 支 持 す る 割 合 が 増 加 す る た め 、 こ れ ら の ウ エ ハ 支 持 部 ２ ａ ， ３ ａ と 重 な る ウ
エ ハ 部 分 へ の ス リ ッ プ の 発 生 を 促 進 す る こ と と な り 好 ま し く は な い か ら で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
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　 さ ら に ま た 、 ウ エ ハ 挿 入 始 端 側 に 位 置 す る 支 持 部 材 ２ ， ３ の ウ エ ハ 支 持 部 ２ ａ ， ３ ａ の
ウ エ ハ 挿 入 中 心 に 向 か う 先 端 部 、 ウ エ ハ 挿 入 終 端 側 に 位 置 す る 支 持 部 材 ４ の 先 端 部 は 、 ウ
エ ハ Ｗ の 半 径 の ４ ０ ～ ６ ０ ％ の 位 置 に 構 成 さ れ て い る こ と が 好 ま し い 。 前 記 先 端 部 の 各 々
が 、 当 該 所 定 位 置 に す る こ と に よ っ て 、 上 述 の 支 持 部 材 に よ る ウ エ ハ 重 量 の バ ラ ン ス を よ
り 最 適 化 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 ウ エ ハ の 変 形 を 抑 制 で き 、 ウ エ ハ 挿 入 側 溝 の ウ エ ハ 挿 入 側 先 端
位 置 へ の 応 力 集 中 を 緩 和 す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 従 来 の ス リ ッ プ 低 減 対 策 を 有 効
な ら し め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ウ エ ハ 挿 入 始 端 側 に 位 置 す る 前 記 第 1， 第 2の 支 持 部 材 ２ ， ３ は 、 ウ エ ハ 支 持 部 を 含 む 水
平 断 面 が 略 へ の 字 状 で 、 こ の ウ エ ハ 支 持 部 ２ ａ ， ３ ａ が 前 記 支 柱 部 ２ ｂ ， ３ ｂ か ら ウ エ ハ
の 挿 入 方 向 と 直 角 を な す 仮 想 線 に 対 し て 所 定 の 角 度 β で 突 出 し て 形 成 さ れ 、 前 記 ウ エ ハ 支
持 部 の 先 端 部 は ウ エ ハ 荷 重 を 等 バ ラ ン ス で 支 持 す る 位 置 に 配 設 さ れ 、 ウ エ ハ 挿 入 終 端 側 の
前 記 第 3， 第 ４ の 支 持 部 材 ４ ， ５ は 、 前 記 ウ エ ハ 支 持 部 ４ ａ ， ５ ａ を 含 む 水 平 断 面 が 略 直
線 状 で 、 こ の ウ エ ハ 支 持 部 が 前 記 支 柱 部 ４ ｂ ， ５ ｂ か ら ウ エ ハ の 挿 入 中 心 に 向 け て 形 成 さ
れ 、 前 記 ウ エ ハ 支 持 部 の 先 端 部 は ウ エ ハ 荷 重 を 等 バ ラ ン ス で 支 持 す る 位 置 よ り も ウ エ ハ 挿
入 方 向 の 奥 側 に 配 設 さ れ て い る た め 、 各 ウ エ ハ 支 持 部 ２ ａ ， ３ ａ ， ４ ａ の 面 に か か る ウ エ
ハ 荷 重 の バ ラ ン ス を 最 適 化 す る こ と が で き 、 ウ エ ハ の ス リ ッ プ 発 生 を よ り 低 減 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 尚 、 本 発 明 に お い て 、 「 略 へ の 字 状 」 と は 、 よ り 好 ま し く は 長 さ の 異 な る ２ つ の 直 線 状
体 を 所 定 の 角 度 （ 内 角 ） を 持 っ て 、 各 々 の 一 端 側 で 接 続 し た 形 状 及 び こ れ の 線 対 称 形 状 を
意 味 す る も の で あ る が 、 こ れ に 限 定 さ れ ず 、 ２ つ の 直 線 状 体 は 、 長 さ が 等 し い も し く は 同
等 で も よ く 、 各 々 、 多 少 の 曲 線 状 の 場 合 も 含 む も の で あ る 。 ま た 、 一 方 が 線 状 で は な く 点
状 の 場 合 も 含 む も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た 、 本 発 明 に お い て 、 「 略 直 線 状 」 と は 、 よ り 好 ま し く は 直 線 状 体 を 意 味 す る も の で
あ る が 、 こ れ に 限 定 さ れ ず 、 一 部 に Ｒ も し く は 曲 線 部 を 有 す る も の で も よ く 、 例 え ば 楕 円
形 状 で も よ い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 な お 、 本 発 明 は 上 記 実 施 形 態 そ の ま ま に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 実 施 段 階 で は そ の 要
旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 で 構 成 要 素 を 変 形 し て 具 体 化 で き る 。 ま た 、 上 記 実 施 形 態 に 開 示 さ れ
て い る 複 数 の 構 成 要 素 の 適 宜 な 組 み 合 わ せ に よ り 、 種 々 の 発 明 を 形 成 で き る 。 例 え ば 、 実
施 形 態 に 示 さ れ る 全 構 成 要 素 か ら 幾 つ か の 構 成 要 素 を 削 除 し て も よ い 。 さ ら に 、 異 な る 実
施 形 態 に わ た る 構 成 要 素 を 適 宜 組 み 合 わ せ て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に か か る 縦 型 ウ エ ハ ボ ー ト を そ の 上 部 か ら 見 た 状 態 の 透 視
図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 別 の 実 施 の 形 態 に か か る 縦 型 ウ エ ハ ボ ー ト を そ の 上 部 か ら 見 た 状 態 の 透
視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 １ ： 上 部 固 定 部 材 、 ２ ， ３ ， ４ ， ５ ： 支 持 部 材 、 ２ ａ ， ３ ａ ， ４ ａ ， ５ ａ ： ウ エ ハ 支 持
部 、 １ ０ ： ウ エ ハ ボ ー ト 、 Ｗ ： ウ エ ハ 。
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